
第7章

果樹園芸
山梨県笛吹市 一 宮町におけるももとぶどう

7.1 はじめに

7. 1 � 1 目的

山梨県は日本でも有数の果樹直地であり， 特にももとふどうの収穫量は日

本一 を誇る． 農林水産省の 「平成16年産果樹生涯出荷統計」によると 同県

におけるももとぶどうの収穫量はともに5万3千トンであり， それぞれ全国の

35%, 26%を占めた． 特に山梨県の中央部に位置する甲府盆地は， 盆地特有の

気候や水はけの良い地形と土壌のために， 東部を中心に果樹の栽培が盛んであ

る． これまで， 農業地理学分野ては， 甲府盆地の果樹生産の形成や成立条件を

解明した研究か多く菩積されてきた
まず， 複数の呆樹栽培集落を対象として， 土地利用の変化過程を分析した横

田(1957)は， 果樹生産地域がそれまでの核心地域から周辺部に拡大する過程

を解明した． その結果， 盆地の周辺部ほど小規模零糾農家の割合が高くなるこ
と， 経営規模により栽培品目に差異が見られることが指滴された． また， ふと

う栽培に特化する甲府盆地の東部と南西卜‘イツのKaiserstuhlとを比較した佐々

木(1966)は， 両地域のぶどう栽培景観の差異を生じさせた主な要因は， 農家

がどれほど豊業経営を重視しているかの違いであることを指摘した． 特に甲府

盆地は南西ドイツよりもふどう栽培に特化できる地域条件に恵まれており， ぶ

どうを専門に生産する農家が多いことか， 景観の差異を生み出したという． 松

井(1966)は， 扇状地の傾斜地という地形的制約に加えて， 養蚕不況という外

部要因を受けたことにより， 果樹生産地域として確立するまでの遷移期間にお

いて， 温室園芸が一 時的に発展したことを指摘した·
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甲府盆地の束部にお汀る 呆樹生洋と長野盆地の果樹生庄の差異を比較した内

山(I976)は， ―.つの大規模な果相廂地は， ともに連合会組織を頂点とした階

屑的な 機能組織を有するものの， 共同出荷組合が糾識される 空間的な範II月には

差異かある ことを解明した 新）丁(1980)は， 印府盆地西部 の御勅使川扇状池

を対象として， 呆樹栽培の地域的特色とその成立条件を解明した． その給果，

農業労働力の過剰流失を背景とした自家労働力中心の呆樹の複合経営が生産の
日本になってしヽることが1明らかになった． また， そのような果柏複合経営の成

・立条付は， （l)扇状則としヽう自然的特性，（2)農村恐懺以降の単 一 杖培に 刻す

る足険分散志向， （3)労働のヒ゜ー クを集中させな し 、 としヽう労働配分」二．の対応に

あった． 尾）1
＇
泰(1994)は， 呆樹の複合経営の導入によって甲府盆地の農村の札界

迄か大きく変化した こと， 複合経営はももやぶどうな どの果樹の品目にとどま

ら ず， 品種や栽培技術も多様に分化したことを指摘した．
また， 水島(I98]）は， 甲府盆地全｛本で見ら れるいくつかの特徴的な果樹産

地を対象として， それぞ れの地域に見られる農菓経常形態は， 采樹栽培の歴史
的発展過程や自然条件によって大きく異なること， さらに， 個別農家の経営・形

態も耕地の規模や家族労働力の数によって差異が生しることを明らかにした

菊地(l 983)は，加工用ぶどう栽培とワイン生産を対象として， 農家とワイナリ ー

との機能的な関係は， 醸造資本の経営戦略が基盤にある ことを解明した． さら

に， その関係を分析するためには， 集落， 市町村， 甲府盆地という地域スケ ー

ルに注目する必要がある ことを指摘した．

以上のように， 第二次世界大戦後から経済の高度成長期にかけて， 甲府盆地
は養蚕池幣から果樹の大産地に 変貌した． その際， 地域的な自然環境に 加え

て， 集落 単位での農家の組織化や， 果樹の複合経営の導入など， 社会・経済的
な諸要素が有機的に 結びついた． 現在， 産地が形成されてから 四半世紀以上が

経過し農業従事者が刷齢化するなかで， 甲府盆地の果樹産地が抱える課題は，

し、かに果樹栢地を祉持していくかという点にある． 本章では， 笛吹市一宮町を

サ1例として， 果樹産地か祉持される要因を， 農業の発屎過捏， 農業的土地利用，

および産坦の主体である 個々のJ農家に注目してfi『明することを目的とする 八
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甲府盆地の東部に位置する一 宮町は， 山梨県において果樹生産が最も盛んな

地域の一つ である． 第27図は， 一宮町の七地利用と池形を示したものである．

一宮1町は東京から車で約 2時間， 大阪から約5時間の時間：距離にある． その気

候は， 盆池符有の内睦性気候であり， 年平均気 温は13.8℃, をに平均降水塁は
1,022111111である． 昼夜の湿度差が大きく， 日照時間が長いことに特徴かある．

また， 年平均降水日数は98日であり， 日本でも降水日数が最も少 ない地域の

一つである．
一 窓町において果樹栽培の中心となる二．．つの扇状地は， 南東の御坂山地山麓

から北西の日）1 | へと汀く京戸川と大石川 によって作られた これらの扇状地は

釦友約300 - 600111の範即 にあり， 町域の約60%を占める 扇状地の土壌は，

のっぺ， やまぢ， まっち， かわらなどの呼び方で農家に認識されている（斎藤，

1960)． これら扇状地の士壌は， 花岡閃岩系の壊土と砂壌土からなり， 水はけ
がよく， 地椙が漸まりやすいので， 糖度の高い果樹を栽培するのに適する．

一宮町の果樹園芸は，特にももの栽培が盛ん なことで知られる 一宮町では，
1987年3月にも もの栽培面積（成園と末成園の合計）が439ha,出荷醤が7,220

トン に達したことから， 「日 本 ー桃の里宣言」をした また， 2004年に合併後，

笛吹市となってからは， ももとぶどうともに栽培面積と収穫嚢が日本一 となっ
た． 呆樹生忍」｛荷統計によると， 2004年の笛吹市におけるももの収穫量は

2万5千 トン， ふと うの収穫量が］万5千トンてあった． また， 関東農政局峡

東統計情報センターの「農林業市町村別デ ータ」によると， 2004年時点において，

一宮町 におけるも もの収穫量は6,680トンであり， 栽培面積は466haであった．

すなわら， 笛吹市と 一‘函lII-［は， 全国におけるももの収穫醤の16%と44％をそ

れぞれ占めたことになる． 一方，I司町 におけるふどうの収量は4,660トンであり，
栽培面積は343haであった．

2005年農林業センサス によると， 一宮町の農業の特徴は， 果樹に特化して

いること， 農家l戸あたりの経営耕地面積が小さいこと， 高齢の農業従事者が
多いことにある． 一宮町 における農地は， 樹 園 が782ha， 畑 が6haであり， 水

田はない 販売農家はI,171戸であり， ほぼすべてが果樹 園を所有する農家で

あった． J喪家l戸あたりの経営耕地面積は62aであり， 全国平均のl .27haの
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第28 図 笛吹市 一 宮町における年齢別農業就業人口 (2005 年）
資料 股林業センサス

約半分であった． また， 農業従事日数が 150 日以上の農業専従者の平均年齢は

62.3 歳でおり， 農業従事者の高齢化か進んでいる

また， 弟 28 図は， 一宮 II「]における年齢別J農業就業人 1』を示した人ロピラミッ

ドである． 2005年農林業センサスによると， 一宮町においては， 65 歳以上の

農業従出者の割合が 50%, 75 歳以上の農業従事者の割合が 23% に達する ． そ

のため， 股業就業人口の年齢別グラフは， 明確な逆ピラミソド堕を呈する． こ
のように， 農業従事者の高齢化か進んでいることが， 一宮町におけるももとぶ

どうの光地糾店『のための大きな課趙である

7. 1. 3 研究対象地域のエネルギー効率
第 29 図は， 一宮町における作物の栽焙面積と作物生産のエネルギ ー 効率の

推移を示したものである2) . 1960年における作物生産の投入・産出エネルギー

比は 0.8 であり， エネルギ ー 効率では低位効率に区分されていた． 当 時， すで

に果樹が広く栽培されており， その面積は 364ha に達していた． 麦類（大麦

と小麦）と水稲の栽培而積も広く， それぞれ 257 ha と 199ha の面積があった．

修エウィ ー ハ ー 法による作物緒合タイプも，水稲・麦類・果樹に代表さ九ていた．
エネルギ ー 効率の算定には合まれないが， 桑も広い面積を占めており， 1960
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第29図 笛吹市 一 宮町における作物生産のエネルギー 効率と作物の栽培面積の変化

資判• 第8表， 第9表， l災林菜センサス



年には777 ha に逹してし ＼た，

7,2 一宮町に お け る 果樹園芸の展開 1 73 

町 の作物生庄 のエネルギー 効 率は， ］965 ;,「 に極低位 効 半 まで低 下した．

作物紐合タイ プも， 果樹の単 ，栽培地域 を 示 す F となっ た， さ らに ］97 0 年 代

に入ると， 呆樹 の割合が95 % を迅 え た一 方で， 中位効 率作物である水稲 と麦

類はほとんど栽培されなくなっ た ， ］980 イト以降は， 主に釆 樹が栽培される施

設 の 面はも増 加し ， 1990 イ平には38ha に迄 し た． 作物生韮 のエネ ルギー 効率は，

1965 年から 2 000 年まで極低位効 率 の ままて11f移す る 特に1995 年と 2 0 0 0年

における地域的な投人 ・ 社 廿：iエネ ルギー 比はわ す か0 , I であっ た．

7. 2 一宮町に お け る 果樹園芸の展開

7 2 1 果樹栽培の 導入 期

一宮町におけるもも牧培の歴 史は古く， （エ戸 の 末 期 には， 一宮町北西端の 出

中池 区で栽培された 「 田 中桃」 が名 産と し て幕府へ献上されてし 、たことか 『甲

斐 國志』 と 『甲斐叢記』 に記されてい る ． 明治期 に入ると， 一宮町（ 当時は東

八 代 郡） および甲府 盆地では， 殖 廂 興業政策を背景と し て養蚕業か 発 展した．

巽蚕の生産抜術や販売制 度は大正期にはほ ぼ確立し， 全盛期 を 迎えたか， 昭和

欺に入ると， 1リ 界の経 済・政沿から の影 認を受けながら， 好不況を繰 り 返した．

特に 1929年 か ら 1931年に かけて の不況は深刻であ り ， 繭 の平均価格が低落し

た． こ の蓑 蛋 不況 を 一 つの転機として， 村の合識者や篤農家によって， 養蚕に

八 わ る換合作物が検討されるように なった ．

その真 カ リ フ ォ ルニ ア州で果樹栽培を ＇喜； ん だ 加藤重 存氏は， 臼 桃， 大久 保，

岡 山 早生など の も も の品種 を 向 山 県から取り寄 せ， 末木地 区において近代的な

果樹園 芸を始めた ． これか一宮 町においてもも栽培が近代的 な隈業経営に取 り

入れられた最 初とされる． その後， も も栽培は周 団のJ農家 に普 及 し ， 194 1年

には栽培面積が約 2 2h a ま で拡大した． しか し ， 第 二次世界 大 戦 に入ると， 作

付け統刷 によ り 呆樹 園 の面積は減 らされ， 1943 年には8. 1ha まで減少した ．

一 方 ， 一宮町の ぶどう栽培は， 隣接する勝 沼 町 （ 現在のI乱州 市） から明 治中

期に導人された． 最 初にぶどう栽培か始 ま ったのは， 旧 浅間村の千 米 寺地区，

石 池区， 地蔵堂地 区であった ． 甲小卜［蘭 取 締 役 0) 降矢殴義 氏は， 「本町 に ふどう
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0) 栽 培 が 枡及 し た の は ， 各 秤 の 技 術 が 進 歩 し ， ぶ ど う 栽 培 が ほ ほ 女 定 し た 作 業
と な っ た 頃 か ら で ， この II灯 期 は や は り 1 902 り 以 後 て あ っ た J と 述 べ て し ‘るl)

大 [I· ·： 期 に 人る と ， I l l 戊 間 村 で は それ ま で の 桑 園 て あ っ た J:111 に も ふど う が 祢 々

に 拡 大 し て し ＼ っ た 宮 町詑 編 疑 委 只 会 ( 1 9 6 7 ) に よ る と ， 「 当 I I寺 の ぶ ど う 棚 は ，

鉄 線 と 竹 棚 か 入 り 混 っ て お り ， 栽 培 技 術 は 幻 I椅 笠 の 先 進 地 に 行 っ て 見 よ う 兄 ま
ね で此 え て き た ． 番 苦 労 し た 点 は 1ilj 荒 であっ た ． ま た ， 出 荷 （ ま す べ て 個 人 で

あ っ た 」 と し ヽ う · 大II末 期 には， す で に 出 荷組合が設 立 さ れ ， 京 浜地 区 ・ 閉 西

)J 1[1i に も 果 樹 が 出 荷 さ れる よ う になっ た し か し ， 第え欠 IIJ： 界 人 戦の木期 に な

る と ， f;t: 1甜li •I宵 の 悲 化 によ り ， もも と Iii! 様 にふど う の 面 積 も 急減 し た

7 2 .  2 果 樹 産 地 の 形成期 ( 1 9 5 0 · 6 0 年 代 ）

第 ・ニ次 ill 界 大戦 以 降 ， 経 済統御l が 緩 和 さ れた こ と により， 米 抄1 園 芸 か 百 ひ

盛んにな っ た ． 1 9 53 年におけ る l [I
一宮 村のも も の栽培 而 積は70 ha と な り ， Ml

地 而 積 全 体の 15 % を 占めた． 同 様 に ， 1 日 筏 間 村ては 5 . 9 ha (3%） ， 旧 祖 輿村 か

1 1. 2  ha ( 9  7%） まで増 加 した 195 4 年 に は 宮村， 洩 間 村， 相 興村の合併によ

り一 宮町とな り ， 1955 年には， ももの栽培面積が 26 0 .8 ha， 生産醤 が 3 ,6 0 0 ト ン，

販 売 金 額が 2 億8,800 万 円 に達した ぶどうの栽培面積も ま た， 195 0年には 1 日
-- •宮村で 28. 6 ha , 旧 浅間村で 2 0 .0 ha, 旧 相 興村で 29 . 0 h a であったの が ， 1957

年には1日 3 村の合計で19 2 .8ha まで増 加 し た ． その後も 果樹園の面積は増加の

一途をたどり， 一方て桑夷1りの面積は減少 した．

第30 図は， 19 64 年の一宮町 に おけ るももとふどうの栽培面積を地 区 別 に示

し たものである． 一宮町全体で（ま ， も も が 4 1 4 .7ha, ぶどうが3 48.7 haであった．

地区別では 勝 沼 町に隣接す る 北東部の中 尾や南 野 呂 などで ， ぶどうに 特化す

る傾 向 があり， 果樹の約 4 分の3 の面積を占めた． 北西部から南部に かけ ての

末� 木， 国 分 ， 坪 井では， も も の割合が果樹 園 の50%以上を占めた． 標 雇j の祁
い南京部の石 ， 東新居， 金沢では， 山林の面禎が多くなるた め， 果樹園の面積

は， 扇 央や扇端よりも小 さ くなる なお， 笛吹川 に接する扇端の 田中 は ， ー 一 宮

町 ー
に お け るもも 栽培の発祥地であ り ， かつ 伺 町で最後の水I:FI が 1980 年 代 ま て

残っていた 地 区でもある，

こ のように， 一 官 町におけ る股業は， 狸 蚕 ， 麦類（小麦と大麦 ） ， 水 稲 作が
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第 30 図 笛吹市 一 宮町における地区別 も も と ぶ ど う の栽培面積 ( 1 964 年）
夜 料 ＇i打 町誌 編 簗 委 員 会 編 ( I 967)  

中 心であったか ， 高度経済成長 期を迎えた 1 96 0年代に入ると果樹の面積か急

増したい 昇 llJ[ ， 日 本人の食生話が大 き く変化 し ， も もやふ どうなとの嗜 如＇ 品

的 な化 食 JI -l 果樹の需要が付l びた時期でもあった ． また， 一宮 lll]の牒家は， かつ

て5 ）x. 白 り］と い わ九 た よ う に 1 戸あたりの1、ー）l:地面禎 が 少 な く ， 農 業経営て4 計

を立てるためには， 集約 的 な園 芸 農業を導 入する必 要 があった． 斎 藤 (1 960)

に よると ， 1 95 0 年 代 後 期 頃のもも牧培は， 家族労働力 では 1 戸あた り 3 0 a が

上 限であった こ と ， 静岡県 に 昌 術されて缶詰に も 加工さ汎て い た こ となとがぷ

されている．

7. 2 3 果樹産地の 安 定 期 ( 1970 年 代 以降）

第3 1 図 は ， 一宮町におけるも も とふどうの栽培面積の変 化を示したもので

ある． ももの牧壻面積は 1 97 0 年から1 9 75 年にかけ て減少するか ， それ以陥は

450ha 罰後でほぼ枇 ば いとなる 一方， ぶど う は， 1 98 0 年 まで微増するが， そ

の後 ば闇減煩 向となる． このように， 一宮町における果樹の栽培面積は， 1 97 0
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外 以 降 ほ ぼ う し と な り ， 果札打栢 地 の 安 足 期 に 入 っ た も の と 解釈 で き る ．

も も と ふ ど う 0) 牧畠 面 禎 か 変 動 し た 疫 因 に は ， 革祈技術の 導ゾ＼ ， 農 簗 従 事者

の 向 齢 化 ， 1．,I 然 災 ？］ な と の 条件 が 開 連 す る ． 関 き 取 り 調 査 に よ れ ば ， ! 9 70 年

代 に お い て ， 農 作 業 の 軽減 を 重 視 し た J災 琴 はぶ と う を 採 J11 し ， 仇 収 益 を 順視 し

た 農 家 は も も を 採 川 し た も も 栽培 は ， 脚 立 の 上 り 下 り を し な け れ は な ら な い

こ と や， 出 ii,’[ 1州 期 が 3 ~ 4 日 に 集 中 す る こ と か ， 高 齢 の 農家 に と っ て 人 き な 負

担 と な っ こ ま た ， l 970 什 八 の 後 期 は す て に ， J拠 ＇ネ の 高 齢化 が 進 ん だ Il廿 期 で

も あ り ， よ り 省 ）） 的 な 栽培 を 志 向 し て ， も も と ぶ ど う の 複 合 経営 か ら ， ふ ど う

た け の 栽培 に 転換 し た 農 家 も 多 か っ た ．

も も の 栽 培 而 積 は ， ! 990 什 以 降 に 増 加 し て し ＼ る そ の 月! 111 と し て ， ふ と う

の｛仙 格 か 低迷 し た こ と ， 乗 月］ リ フ ト の 普及 に よ り も も 栽培 の 負 担 か 軽 減 さ れた

こ と が 乍 げ ら れ る ． ぶ ど う と も も の ii1位 面積 あ た り の 収 量 に は 大 き な 差 は な い

か ， 新 開 発 の 機械 の 道入 に よ っ て ， も も 栽培 の 労働 時 間］ が 短粕 さ れ た の で あ る ．

ま た ， 雪 害 に よ り ぶ ど う 棚 か 崩 壊 し て ， ふ ど う か ら も も へ転換 し た 農家 も あ っ

た 5) ま た ， 臀 の 重 み で ぶ ど う 棚 か 崩 欺 し た 後 ， ぶ ど う よ り も も の ほ う が 安佃Ii

な 投 資 て栽培 を 始 め る こ と が で き た ．
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第 3 1 図 笛吹市 一 宮 町 に お け る も も と ぶ ど う の栽培面積の 変化
資1f 農 林 哭 セ ン サ ス
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7.3 今 日 の果樹園芸を支える基盤

1 3 ,  l 作 物 と 土地利 用

( 1 ) も も と ぶ ど う の栽培景観

写 真1 4 は， も も（近 景 ） とぶ ど う（造 景 ） の 圃 場である もも の 圃 椒では

華生栽培が行 われ， l汀罪 に マ メ 科 のヘ ア リ ー ペッ チが植 え られる， 苗牛栽培に

は， 土壌流失とII巳料 の過剰摂取の防止， 有 機質 の仙給， ―|ご ，院 の恨に よ る深耕作J-l1 ,

除 草 竹業の軽 減なと の和1 点があ る ももの 間 場 には， 湘 水 用 のス プ リ ンク ラ ー

も 設 悩されている また， ふどうの 圃 場では， 1：： 草を除 雄 す る術耕栽培 が 行 わ

れている． 清耕栽培は， 下 草の コ ント ロ ー ル によって士壌 の i叫度を下 げて， 病

虫 害の発 生 を 少 なくさせる）ぅ 法であ り ， 果樹酋［地では伝 統 的 に行 ねれてきた ，

写真I5 は， ふどうの摘房作業（左 恨I」）ともも の袋 かけ作業（右 側 ） である．

5 月 下 句 か ら6 月 上句 にか けて は， ぶとうの開 花期にあ た り ， 摘房作業の最盛

期となる． 摘房作業では，10 cm ほど の花房の先端 2 5 ~ 3 cm （果樹になる部分）

を残して手で扱き落とす， この時期， ももの圃 場では， 摘果・袋かけ作業 の最

盛期である， 近年 のもも栽培では， 屎用 リ フトが普 及した ため， 高所での作業

が 比較的 容 易 に な っ た し かし， 腕を上げたままの姿勢が 続く摘果 ・ 袋 かけは，

依然として手 間がかかる作業である

第3 2 図 は， ももが栽培されたある圃 場にお け る 1品 種の分布 を示したもので

ある． この 圃 場 の面積は5 a であり， 19 本 ・ 7 種 類 の成 木が植 え られて い る．

こ の 圃 場では， 収 穫 時期 が 早い品 種ほ ど， 中 央 付近に植 え られている． ー一 つの

圃 揚で複数の品 種を栽培す る 理 由 は， 収穫 0) 時期をず ら して労働 力を分散 さ せ

るためである． この圃 場で栽培される品 種のうち 5 本は， 8 月 中句から出 荷が

は じ まる一宮水蜜である． 一 宮水蜜に次 いで多いのが， 4 本植えられている早

生の御坂白 鳳と晩生の ゆうぞらであ り ， それぞれ 7 月 上旬と8 月 下旬 に収穫さ

れる． 1 本だ け 栽培されている幸茜は， 山 一 白 桃の枝 変わりであり， 2002年に
一宮町のもも 栽培牒家によって登録された新しい品 種である叫
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写真 1 4 も も と ぶ ど う の 圃場 (2006 年 6 月 1 日 筆者撮影， 笛吹市 一 宮町）

記 号 品 種 名 収 穫 時 期

［ H 7  日 川 白 周 7 月 上旬 ～ 7 月 中 旬

M 7  御 坂 白 岡 7 月 上 旬 ～ 7 月 中 旬

A 7  浅 間 白 桃 7 月 下旬 ～ 8 月 上 旬 ゜ 5 m 

Rs  嶺 峰 8 月 上旬 ～ 8 月 下 旬 I I I I I I 

Ss  幸 茜 8 月 中 旬 ～ 8 月 下 旬

l 8 一 宮 水 蜜 8 月 中 旬 ～ 9 月 上 旬 Y9 

Y9  ゆ う ぞ ら 8 月 下旬 ～ 9 月 上 旬
A 7  

圃 場の境界
M 7  

1 8 
M )  Y9 

1 8 
M 7  

I s  
Y 9  M 7  

| 8 
R8 

H 7  R8  
I s  Ss  

A 7  y ,  

第 32 図 笛 吹市 一 宮町石地区 における も も の 圃 場 と 栽培品種 (2006 年）

頁 月 現地調 否 お よ び農象への 間 き JI又 り 調 査
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写真1 5 ぶ ど う （ 左） と も も （右 ） の 農 作 業
(2006 年 6 月 1 日 （ 左 ） ， 5 月 3 1 日 （ 右 ） 筆者撮影 ， 笛 吹 市一 宮町）

(2 ) 東 西 の 扇状地の 土 地 利 用

ー や，1町 に お け る 9 か所 の 土 地利 用 を 示 し た も の が 第 3 3 図 で あ り ， そ れ ぞれ

の 区 両 の 而柏 を 鈴 定 し た も の が 第 1 7 表 で あ る ． 一 宮 Ill-「 西 部 の 大 石 ） 1 | 扇 状 地 の

扇ll，[ （ 第 3 3 図 a) て は ， 60% 以 上 の 面積 で も も が 栽培 さ れ る ． 果樹 の 圃 場 は ，

コ ン ク リ ー ト 堤 で 什 切 ら れ て お り ， 区 画 の 面積 も 大 き い ． J農 道 も 自 動 車 が 余裕

を 特 っ て すれ迎 う こ と が て き る ほ ど の幅 か あ る ． 以 前 の ）農 道 は 狭 く 複 雑 に 1 1 11 が

り ， 農 作 業 の槻械化 を 妨 け た ． そ れ を 改 善す る た め に ， 1 984 年 か ら 1 998 年 に

か け て ， 山 梨 県 に よ っ て 脹道整備 と 圃 場の 団 地化 の 事業 が 施行 さ れ た ． そ の 結

呆 ， 督 ト ラ ッ ク で 乗 Jl] リ フ ト な ど の 大型機械 を 圃 場 へ直接運び人れ る こ と が 可

能 に な っ た 山 林 に 隣接 し て い る 圃 場 で は ， イ ノ ン シ な ど の 獣害 を 防 く た め の

霞気牧朴Illが 巡 ら さ れ た り ， 地 上 3 m か ら 地 中 3 0 cm ま で あ る 頑 丈 な 金 ｝属 ネ ッ ト

柵 も 政策 の 補助 で 設 置 さ れ て い る ． こ の 場所 に は 近 年 ， 花 見 台 が 建 設 さ れ ， 4

月 上旬 に も も の 花 が 閲 花 す る 時期 に は 花 見 の観光客 で 賑わ う よ う に な っ た ．

-• 宮 町 東部 の 京 戸 ） 1 | 扇 状 地 の 厨 頂 （ 第 3 3 図 b) て は ， 不 耕 作 地 の 面 積 が 最
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a 金 沢 b 南 野 呂

d . 塩 田 ・ 土塚 e . 土塚

g 千 米 寺 h . 竹 原 田

a 、 b
c, d ,  e, f, g 

大 石 川 ・ 京 戸 ） 1 | 扇 状地の扇 頂
大 石 川 ・ 京 戸 J I ! 扇 状 地の扇 央
大 石 川 ・ 京 戸 川 扇 状地の扇 端 h ,  i ※ a ~ i は 第 2 7 図 に 対 応 す る

□ も も （ 草 生

栽

培 ） □□ 野菜 ・ 花 き ロ］ 公 共 施 設

IJTil も も （ 屑 耕

栽

培 ） r_:::] 、家 庭 菜 園 ． ． ．ふ． 石 垣

塵 ぶどう（草 生

栽

培 ） ［］ 荒地 ・ 不 耕 作 地 工mェ コ ン ク リ ー ト 堤

ふ どう （ 渭 耕

栽

培 ） 苔3 林地 二」 道 路

ビ その他の果樹 □ 宅地 ・ 工場 ・ 倉庫など ー/一 水路

f 石 ・ 神 沢

l 上 矢 作 ・ 中 尾

S ス プ リ ン ク ラ ー が 設躍 さ れ た 圃 場

F 袋 が け が 済 ん だ 圃 場 （ も も ）
Sf ス プ リ ン ク ラ ー が 設 置 さ れ ，

袋 が け が 済 ん だ 圃 場 （ も も ）
＊ ぶ ど う 棚 か 残存する 圃 場

（ ぶ ど う 以外の土地利 用 ）
® ピニ ー ルハウ ス が 設 憧 ざ れ た 圃 場

第 33 図 笛吹市 一 宮 町 に お け る 土 地 利 用 (2006 年 6 月 ）

灸 い 現地閲査
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第 1 7 表 笛吹市 一 宮町におけ る 土 地利用 の 集計結果 (200 6 年）
（ 単位 a )

土 地 利 用 記 号 a b C d e ， h 

の 項 目 地 区 金 沢 南野 呂 塩 田 塩 田 ・ 土 塚 石 · 千 米 寺 竹 原 田 上 矢 作 ・

土 塚 神 沢 中 尾

も も 6 2  1 1 4  4 22 8 48 1 55 9 52 1 1 6  6 3 2  6 2 77 

ぶ ど う 1 4  0 1 4  9 I 9 6 1 2  3 20 7 6 7  6 2 9  2 32  9 

そ の 他 の 果 実 6 1 1 7  6 35  

野 菜 ・ 花 き 8 3 20  2 5 6 

家 庭 菜 園 03 1 4 0 9 5 7 7 3 1 0  8 1 1  6 

荒 地 ・ 不 耕作 地 89 3 1  3 4 1 9 1 1 7  0 5 I 1 8  0 

林 地 1 3  6 30 

宅地 ・ 工 場 ・ 倉庫など 8 9  3 9  4 2 2  1 0 9  

公 共 施 設 5 3 85  

道 路 3 7 93 68 3 6 59 6 2 3 5  5 4 33 

河川 ・ 水 路 I O  3 4 1 

合 計 1 00 1 00 1 00 1 00 1 00 1 00 1 00 1 00 1 00 

笠し1:；I til 33 I区1 0) 計 測

も広く， 次いでその他 の果樹， も も， ぶ ど うの順になる 不1、) |: 1乍地の一 部とそ

の 他の果樹の圃 場には， ふどう棚 がそのま ま 放懺されている． その他の果樹は，

ぶどうよりも手間のかか ら ないキ ウ イ フ ルーツである． 京戸川 扇状地の扇頂は

近IIlに大規校な地すへ り があり， 大石 ） 1 | 扇状地よりも大きな岩 が 圃 場 の なかに

散仕する． こ のよ う なやせ た 土地では， もも よ りもぶ ど うの栽培が 適するとい

われる7 ）
． し かし， 狭 い ／農 道が複 雑に入 り組んでおり， 農 作業の効 率 が 悪 く な

ることや， 泄 業 労 働 力 の高齢化な ど の 理 由から ， 不耕作地が増えている

次に， 大石川 と京 戸 川 の 扇央におけ る土地判 用を説明する（ 第 3 3 函 C - g) . 

地形図の地図記 号から は1叫別できな いが， 一宮町で栽培される果樹の種類は，

東部と西部で差が見 られる． 西部では も もの面積の割合が高 く ， 東部ではぶ ど

うの割合が高 く なる． 東部の 京戸 川 扇 状地では， ぶ どう栽培の先覚地である勝

沼 町の影聾が弧いため， ふ ど うの割合が高 く なる． 東部の 扇央では町界が複雑

に入り組んでおり， 勝 沼 町の農家による出作の 果樹栽培も 行 われてい る． 一宮
町て？栽培されるぶどうは生食 用 の 品 種がほとんどであるが， 東部の扇央 を 中 心

に， 醗 造 用 の 品 種 を 栽培する圃 場か 点在する． こ れは， 一宮町にあるワイ ナ
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リ ー , 1 か ）リ［ イ- -1す る I甫I 場 て あ り ， l m 祝 の 砂 さに イ1 立 て ら れ た

な と の 仏統的 な 白 ワ イン 川 の 品 桶 か 杖培さオしてし‘ る9J I
.

り で， I- �I ！ ）小1

ま た ， ｝昴 央 ては， ぶ と う • も も と も に ス プリ ン ク ラ ー か 成 屈＇ さ 汎 た 圃 以 か 多

し 、 ス プリ ン ク ラ ー の 利 川 糾 合は， 3 0 - 4 0a の 圃 場を つ の 車 位として 憎噌閃

水を供給する 以iiりは）「 ）i水か使 J1］ され て i., ＼ た か， 現在は）：Il1地灌漑'.l]業 に よ り

ハ イ プ ラ イ ン か 設 附さ九たた め ， ↑［ I次） 月 か ら拗水され た 河川 水 か ・｛史）甘 さ

れる 主 た， 農 作 業を 中予 誡 す る た め に ， l O a あた り 20 本の朱 樹を1伯 え て い た

のを 1 5 本 に 減 ら して， 1ヽ訓作地を 作 らな し ＼ よ う に す る農家 も ある ．

扇端て は ， 「l［社i J也化 が 進 行してお り ， 宅 地や象 1紅 菜 I糾 の 占 め る '\l(1j 介 が げ い （第
3 3 図 h • i). · - '1'\' II•「1では特 に 4 m 心／各 ‘(/ )し＼の農地を 中 心 に 宅 J也 へ の 転）廿 が進 ん

で し ヽ る． 199 5 年 から 200 5 年にかけて， 約 2 ha の 農地か 宅地に 変化 し た ． この

よ う に‘亡地化 か進釘 し て い る地 区では， 呆樹状J・iりを粛続することが難 しし＼． ｛列

え は， 早刺 5 1月 からは し まるス ピー ド ス プ レ イ ヤ ー による農 梨 散 布 や， 収 穫 期

に設 附される野鳥 よ けの 煤音機な ど に 対して， 圃 場 近 く の住 仄 からの ，！i打青 が多

くなる． また， 市街地では遣 倍 相 続 に よ る農地の 紺片が 間 趙 に な る ． 例 え >= ,

位が タヒ 亡して）農地を相 続 す る場合， l 0 a あた り 1 ,200 - 2,000 )月］ の相 続 税が

かかる． 農業を 20 年 閤 継 続す九 は祖 続悦が猶 予され る が ， すで に高齢 に なっ

た 農業従事者は， 農 地 の 糾持 に躊路するよ う に なる

東西両方の扇 状 地ともに閉 端と隅l頁ては約 300 m の 高度差があり， 同 じ 1'畠種

を栽培していても収穫時期に数 日 の 違いか出る． 筐吹農業協 同 組合 ( .I A ふえ

ふ き， 以下， 農協） と笛吹市では， 扇 状池の高度 差 か ら く る収穫 時期の違 いを
販売戦略にしたいとい う 意 I句が あ る ．

7 .  3 .  2 農 業 機 械 と 栽培方法

殷 巣 機械0) 導入による農作業 の 省 力 化が ， 現在の高齢化した呆引 栽培を支え

て し ‘ る 写 真 1 6 は， ふ ど う の 圃 場 1村 の乗 用 逗 搬車 てある． ぶ ど う 棚は， コ ン

ク リ ー 1、 製 の 文 柱と ス テ ン レ ス 製の詞で作らねて い る 生食川 の ふ ど う 棚は，
女性ても作業ができるように 1 50 cm 前後の低 い高さに 仕 立 てられる． そのた

め， ［真 の よ うな市 高 の 低 し ＼ 呆樹［叫 恵用 の，運搬 車 か使用 さ れる， こ のよ う な 連

傾 由は， 農J}信物や農 業 資 材の直送以外 に も ， 高齢者 か圃 場と宅 地を移動する手
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写 真 1 6 果 樹 の 運搬車 を運転す る高齢の農業従事者
(2006 年 5 月 3 1 日 筆者撮影 ， 笛吹市 一 宮町）

段としても使 わ れる． 腿 道 に 面するぶ ど う の圃 場の入り 口 付 五 では ， 軽 ト ラ 、ノ
ク などの汎 用 の農 耕 車が入れるように ， ふどう棚が 1 8 0 cm ほとの高さ に 仕 ＼［［
て ら れて い る

また， 199 0年代 に 牌 及 し た もも栽培用 の 釆 ）—|］ リ フトは， そ れまて脚 立を昇

降してい た 選 定， 摘棗 袋担げ ， 収 穫 などのJ製作業の労慟を腎減させた． 乗 ）1]
リ フ ト の 登 場 に よ り ， ぶ どうからもも へ 転 換す る 農 家が増 加 し たと も し ＼ われ

る これ ら以 外の農業 機械では， スピー ドスプ レイ ヤ ー の 導入か 重 裳 である ．

内 山 (1996)が指摘する よ うに ， 果樹産地の生 所I] が 高 ま り ， 人 都 市の需 没を

、満 た す こ とが 可能になった 大きな要 囚 は， 農薬の散布を 自 動化したス ピ ー トス
プ レ イ ヤ ーの普及である． 一 宮 町では， すで に 197 0 年代にはス ピー トスプ レ

イ ヤ ー が 着 及 し ており， それ以 前の手 動 式の背 負 いポンプの防 除 と 比較して，

作業時 間が3 分の 1 程度 に 短縮された ．

農 藁の散 布 に 開 して， 2 0 06年5 月 より残 留農薬を規制するポ ジ テ ィ ブ リ ス

ト 制 度 か）崩行された ため， 果樹栽培農家は農薬散布 の時期をさらに慎重 に 調 整

す る ように なった叫 また， 出荷前の呆樹や他の作物 への農 薬飛散を防止 する

ため， 手作業で股 薬 を 散布 し なけれは ならない面積も増 加した． ま た， 新し く
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写真 1 7 も も の Y 字栽培 (2006 年 6 月 2 日 筆者撮影 ， 笛吹市 一 宮町）

間 発された 農 薬は効果か 属いものの， 希釈隈度が厳密であり， かつ使用 方法や
汀意 書きが英語で誓 かれていることが多く， 効 率 的 に使 用できない 高 齢者も多

いな どの1問題もある

写 真 1 7 は， Y 字栽培ま たは二本 主枝仕 立 て と呼 ば れる新 し い 什 立 て方で栽

培されるも も である Y 字栽培には鉄の支 柱が 必要となるた め， 設 置 には費川

と労力がかかる． しかし， 二 つ の 主枝に均等 に 太 陽 光があた るため， 果実の大

きさと糖度が均 等になること， 樹 高が低くなるので躁 作業の負 担 が 軽 減される

ことな どの利 点がある． また ， 圃 場の右 手 前 に見える石 垣は， 扇状地の土壊か

ら出 た 石 により作られたものである' 1 ) .

ふとう栽培ては， 近年， 枝を H 型 に仕 立 て る H 字型冠梢栽培 が 導 入された．

従 来の仕 立 て 方は， 幹 を 中 心 と し て放射状 に 枝を長くのばす X 字型長梢 栽培

であった ． H 字刑短梢 栽培 は ， 従来型よりも樹勢 の 間整が難しい が ， 剪 定作業

か 愉 叩 こ な る こ と， また， 辟 呆と収量の調節と薬剤 処理が容 易になる ことな ど
の刹 息 があるに め， 採用する農家か増 え て い る．

第 3 4 図は， 市例農 家 にお け るもも と ぶ どうの栽培暦を示 し たもので あ る．

こ の 農 家 は， 60 歳 代 後 半の夫 婦 か農 業 に従事する兼業農家であり， 所 有する



作 品 種
物

ち ょ ひ め
日 ） I I 白 周

も I 早 生 白 鳳
白 鳳
浅 間 白 桃

も I 一 宮 白 桃
川 中 島
さ く ら
楊 貴 妃

デ ラ ウ ェ ア
ぶ 巨 峰

ピ オ ー ネ
コ ル ビ ー

甲 斐 路っ 甲 州
（ 改 植 中 ）
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呆樹園の面積は， ももが60a, ぶどうが70 a で あ る ももの栽培面積は55 a で
あ り ，品種は9 種類 に ＿しる． それぞれの品種の出 荷 時期は l o |三I ほとと短 いが，

出荷 時期が異 なる品 種 を 籾み合わ せること に よって， 6 月 下 句 0) ら よひ め か

ら， 9 月 ド 句 0)楊貴 妃まで出荷 を続けて い る． ももの出 荷の最盛期は6 月 下句

から8 月 中 旬で あ り， ふ と｀
うの出荷の最盛期の直前と な る． 出荷の最盛期のも

もの主 な品種は， ち ょ ひ め ， 日 ） i i 白 鳳 ， 白 鳳， 浅間 臼 桃 で あ る，

この農家が放培してい るふどうの品種は6 種類で あ る． すべて生食用 で あり，

7 月 下旬のテラ ウ ェ ア から， l0 月 中旬 の 早 州 まで収 穫 が 継続する． 収穫の最盛

期は8 月 下句からl0 月 叩 旬で あ る． 出荷最盛期の主な品種は，巨 峰， ヒ゜ オー ネ ，

ゴル ビ ー ， 甲 斐路である． デラウェ ア や甲朴I などの 従 来 の 主 力 品 種は， 近年で

は市場て 高 値 か 付かない ． そのため ， 圃 場の一部 ( l 2a)は， ロ サ リ オ ビ ア ン

コ などの大粒の新 品 種 へ 更 新している．
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収 穫 期 以 外 の も も の 作 業 に は ， 肥尤I• か け ( l l J J J_． 句 ～ ド 句）， 的 定 ( 12 月 」こ

旬 ～ 2 月 卜 句 ） ， 休IILし 期 の tili fけ (]2 月 1-． 句 ～ 2 月 下 句 ） ， 投 設 剤 の 泊 毒 ( 3 月 ］・・

句 ～ 4 J J I 旬）， 受 粉 ( 4 月 I O II 前 後 の3 日 間 ） ， 摘 朱 ・ 袋 が け (5 月 」ー． 旬 ～ 6 

月 1・ イリ ） ， 辿 ＇，，i［ の 泊 占 （ 受 粉後 か ら 収 穫の1 0 ~ 1 5 1 1 前 まで） か ある ． も も は，

1 本 の 本で 800 -2 ,000 輸 の 花 が 咲く その ため， 1 人 の 農 業 従 市者 が 1 |」 で

n［能 な 摘果 ・ 袋 か け作業は 0. 5 ~ ］ 本 代度てあ る

収穫 期 以 外 のぶ ど う の 作 業を 見 ると， ）］巳判•かけと剪 定 が も もと同 じ 時期に行

わ九， また， 牙 欠 きが 4 )寸 下 旬 か ら 5 月 上 旬 まで， 牙伏せが 5 月 」：旬から下旬

まである デ ラ ウ ェ ア な どの種 なし品 柿ては， 柿 を な く すため の ジベ （ ジ ベ レ

リ ン ） 処JJII が ， 5 月 卜 句と 6 月 上 旬 に2 回ある ． こ の作業は， 花房 の 先 端 だけ

を残す摘房の時期 と も 重 な る ． このように， 大きさと糖度が揃ってい て ， 見た

日 か 綺麗であ り ， か つ 早 い 時期 に 出 荷されるとし ヽう， 市 場 が 好 む呆物を 生栢す

る には 大 変 な労力 が 必 疫である区）
．

7 .  3 .  3 出 荷経路

呆樹の出荷には， 農協 から の 共 選 ·共販 （ 以下 ， 共 選 ） ， 地元の集荷業 者 か ら

の個人 出 荷， 宅配や観光農園 に よる消 贄 者 への直 売 ， 生 協 へ の販売 など がある
共 選で 出 荷する農家の割合は， 1990年頃には約70 % であったが， 現在 で は 約

50%にまで低下した． 共 選 の割合が低 下した原 因 は， 出 荷 の 手 順が複 雑であ

る こ と ， 販売額の約 2 0% が 出 荷経費 で差し引 かれる こ と に ある ． 共 選 の ：且 荷

手順に関して， 現在で も合併以前の地 区 共 選 場 （ 選果場） の施設 と 選果機械を

使用す るため， 果樹の品 目 や品種 ごとに 集出荷場が異 なる． 例 え ば， 西地区に
は四 つの共選場があるが， も も はすべて の 共選場で選別できるのに 刻 し て ， ぶ

ど う は 二 つの集出 荷場で しか取 り 扱っていない さ らに， 種 なし巨峰， ピ オー

ネ ， 甲 斐 路は， 北地区の集 出 荷場に再配送されてから市 場 に 出荷される

呆 樹 栽 培 農 家 は 品 I予l ごとに部会に加 人して ， それぞれ の 集出 荷 場の嬰準に

従 って出荷す る ． 選果は基本的に機械で行 われるが， 持 ち 込 朽 前 に 自 家選果と

箱 詰 め 作 業が必要である こ とに加え， 自 ら も 選別 作業の手伝 いが義務とな って
お り ， 特に労働力 不 足の農家に と っては負 担が大き い ． また， せっかく優れた
呆樹 を 4産 し ても ， 集出荷場に持 ら 込ん だ後は農協 の所有品となるために， そ
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の ］労 が 平取り価 格に粘 びつきにくい こ と に言及した農 家もあった ＿

し かし， 共選には， 大都 市に、i「地する中 央 卸 先 市場で販 売 さ れ るた め 販 ヽ］こ数

と販 先価格 か 保 証されるという利 ，点がある 自 ら 販路を開拓する、意 息のなし、農

家にとっては， 手数料を支払っても1『{f ‘炎 な 収入が見込める系 統 廿 打闘を紺続する

ものか多い 共選の 出 仲 先は， 北両 道 か ら ）し州 までの約 40 の 由 揚であ る ． j­

な市 場は， 東京都 （ 人 1:ll)， 横 （恥11， 大阪府 （東果大阪）の 中央 卸 尤 市場であ る ，

出 術 鼠は， 政 浜 地 力 か40%であ り ， 大 阪地方か30%で あ る
J［ 選以外 で は， 菜 者 へ の個 人 出 荷 が 30 %， 宅 配 や 観 兄 農 I5『I などの [l,1 ,}こ か

20 % を 占 める（二 枝 ， 1998 ) ． 農 業 従 事 者 が 高齢化した 為 細 農 家では， 農 協の

集出ィ尉場 ま での辿搬 が 煩 わしくなり， 庭 先 集 術をしてくれる集 術 業 者 へ 販 リにす

る傾 向 かある． 一方， 直 売をする）農家は， 少しでも胤く販 先した い と い う慇欲

のある農 家 が 多く， イ ンターネソ ト で1青 報を 発信した りしてい る ． 聞 き取り調

杏をした 直 売 農家の顧 客は， 首 都 圏 を中心として約 500 軒であった． 直 売では

共選 出 荷の手数料がか かる）農 協 出 荷よりも高値で販 売できるが， 梱 包 や 伝 源の

管 理 な ど ， 出 荷 ・ 販売（こかかる労 力 か大きし ‘ ·

また ， 勝 沼 ハイパス沿 い に 士地を持 つ果樹栽培｝農家のなかには， 観 光 農 園を

経裳したり， 小先 企業に土地を貸して不 動産収入を得るものも現 れた ． 観光ハ

スが駐車できる大型駐車場 を備えた観光農園 もある． 首都圏からの観 光客は帰

路に果物 を買 う こ とが多い ため， 勝 沼 バイ パスの上り車線や， 高辿道 路のイン

ター チ ェ ン ジ ヘ 向 かう車線 に 店随を構えたほ う が ， その反対の車線 よ りも売上

げ が 伸びる と V ヽ う ．

7. 3 .  4 行政 と 農 協の支援

( 1 ) 山 梨 県 と 笛 吹 市

山 梨 県 農務 事務所 1 3 ) で は ， 躁業活 動を活発 に するための法 人 化， 認 定 農業

者への誘 導 担 い手の確 保 などの ほ か ， 産地ブ ラ ン ドの育成などを 目 指して，

2006 年 より 5 か年 計 画の普 及 活 動 基本 計 両を策 定 し た． 同 計 回のなかでも，

特に担 い 手 育成事業が注 目 され る ． こ れは， 農務事務所の農業農村支援課が担

当 とな り ， より詳 細 な計 画に基 づ いて実施される． 担 い 手育成事業による支援

計 画では， 農外就労からの新期就農者や， 若 手 育成のた めの経営・技術而を支
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扱する力釘 か 小 さ れてし ＼ る． ま た ， 女日の経 ’見； 参 圃や脱 業生肱 法人化の柑進な

ど への収 り糾み ， 1i屑 齢者を含 めた地域仝体て農 業 生 庁を条ii}『するン ス テ ム の構

築 な とで， 農琢を支える施策 を 炭 開する． 具体的には， 農 閑 期 における紐言方

仏の向 上を 目 指した複 式箭記講座 ， 晶礎 的 な牧J脊技111り の 髯 得を 目 的とした 技術‘
セミナーが1姐催 さ れるよ うになった ．

ま た， 農務 事務j-J『ては， U ター ン就農者で組織 さ れる束仲 ク ラ プの結成協力

など ， 青 斗 農 菱者の仲 「開 作りの た め の 支援 事 業も丈施 さ れている． こ の事業の

報 告 占 に よ ると， I峡 棗 地 区 には， 釘年 2 5 人粋度の新規 就農 者 が い るが ， そ の
ほと ん どが U ター ン就農者であった． 米樹栽l合は， 栽壻用の農 地や農 業機械

の 取 得 などの初 期 投 資 かかかるこ と に加えて， 高 t，ヽ ヽ栽焙技i|て［も必要 てあるた
め ， 新 期 就 農 者の多くは， 両 親の後を継いて栽培をは じ め る U ター ン就農が
- • 般 1'＿ 1りである

笛吹市では， 1□1 本 一のももの里を維持するた めの様々 な取 り紹みが 実施 さ れ

ている． ここでは， 一宮 Ill]農 業 振 興地域整仙計画， および笛吹印 農業振 興地域

整備計 画に晶づい た 田の支 援 政策を説 明する． これらの計 画て重点的に支援さ

れる項目は 国 が定める認定猥 業者 1 -1 )と農棠 法人の資 格 取 得である． 資 格を持っ

た農業経営者を重 点的に補助 することで， 経営 規模の拡大や， 強い競争力を持っ

た果樹栽培農家を育成するこ と を目標としている．

ま た， 増））［lする不耕作地への対策として， 農地の流動化を話発にするための

補助金詞 度か 制定 さ れた． 農道や用 排水路の糾持・ 整備 ， お よ び農業機械の購
入を補助する農地整備事業も進行中である． ンルハ ー人材 派 遣事業では， なる

べく農業経験のある高齢者に登録してもらい， ｝農 繁期に労働 力が不 足する殷家

の需要に応えるよ うにして いる． その ほか， 2 0 06 年 度 には呆樹栽J音農家 への

聞 き収 り調査を実施し， 現状と問題点を 把握することで ， 経営者の意欲喚起を

目 指す］収 り糾みも行われた． ま た， 呆樹栽培の講 習 会を 聞 催し， 士壌に合わせ
たふ と う • ももの品種選訳や， よ り高い品質の果樹を生磋するた めの指濁も実

胞している

以上のよ うな県と巾に よ る文扱の対象は， 主に意欲的に農業経営に取り組 ん

でいる農家である． 県と市では， 様々 な支援 活 動を通して， 意欲ある農業経常
者を育 成 し ， 平均 的 な舒 囁；規模 を 0 .6 a からI haに ま で拡大させ る こ と で， 生
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産性の高 い近代的な産池を作りた いという意向がある．

(2 ) 農協

農 協は， 農家に身近 な組織として， 様々 な経営規模の農家に対して 栽培技術

から出荷・ 販 売 までの農業経営を支 援 してきた 呵 栽培技術面では， ももに対
しては摘果や収量調節 な ど， ぶ どうに 対して は販売しやすい 大 き さ の房 作り（ 基

準は 400 g)や， 摘拉， ジベ レ リ ン処理， 新梢 処理， ポ シ テ ィ プ リ ス ト 制 度 な ど，

農作業に 関する実 践 的 な謡 習 会を間催してい る ， 近年では， 果樹のト レーサ ビ

リ テ ィ ー を 実践 し て い る． こ れは， 農家に正確な防除日 誌を記録して も ら う こ

と で， 使用農薬， 農作業 ， 病 気の記録 を 消 費者に伝えるこ と を 目 的と し て いる

近年 では組合員の高齢化が進んているた め， 作 業の省力 化に重点をおいた営

農指導 を 行っている． 例えば， 集出荷場 での選果作業では， 従業員 を シルハ ー

人材セン タ ー な どか ら 雇 用 することにより， 組合員の負 担 を 軽減した． また，

l農業従事者の高齢化に伴って増 加 し て い る 不耕作地は， そのままに してお く と

害 虫が発 生 し て周 困の農地に被害 を 及 ぼす た め ， 農 協 では積極的に地 主に働き

かけて， 除雄・ 消 毒 な どの管理を指 導 してい る ，

販売面では， プ レミ ア ム ピー チという地域 プラン ドを展 開する． 一部の選果

場では光 糖度 セ ン サ ー を導入し， 通 常のももが糖度 ］ 2 度 以 上で販売 さ れるの

に対して糖度 13 度 以上で， かつ形のよいももを プラン ドと し て販売する． し

かし， 高品質の も も は宅 配 な とで直売 さ れる ことが多いため， プ レミア ム ピ ー

チを 主 力 簡 品 にすることは難 し い 農 協 では， .JA フ ル ーツ 山 梨が実践したよ
うに， 集 廿」荷場を統合し， 光糖度 セ ン サ ーを備えた最新の選果機の導入を検討

してい る1 6) しかし， 系 統 出荷率か低 下している ことに加 え て， 組合員の高齢

化が進行して おり， 組合員の経 済的な負 担が増加 す る こ とを考慮す る と 高 額 の

投資は難しい

7 .4  農家 と 農業経営

7 .  4 .  1 農 業 労働 力 と 経 営耕地

第35 図は， 間 き 取 り調 査を実施した果樹栽培農家にお ける栽培品 目 ， 経営
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番•
I 

主な栽培 専業
号 品目 兼業

別
1 もも ぷとう 兼業
2 ぶとう （施設） 萄業
3 ぷとう 苺業
4 もも 専業
5 もも 軒業
6 ぷとう 専業
7 もも ぷとう 野業
8 もも ・ ふどう 碍業
， もも 野業
1 0  もも ぷどう 兼業

乳 。
1 3 0 

1 20 
1 04 

1 00 
95 

80 

80 

68 

62 

60 

経 宮 耕 地
50 

( a  I 家族労勃カ 閉用 労慟力 出荷形態
1 栽培

1 00 （歳代） 親 族 親族以外 0 （％ ） 1 00 方法（歳代） （人）
60男 60女 3 * （不明 1

so男 • so女 50男 20男
60男 • 50女 3 草生
50男 50女 6 

60男 so女 草生
50男 50女 草生
50男 50女 草生
so男 • 50女 70男 so女 草生
70男 • 70女 2 * 屑耕
so女 80女 40女

言 も も ［］ ぶ と う □ かき 刃 系統 出 荷 暑 集荷業者 □ 生 ，舌 協 同 組 合 ［］ 観光 ・ 宅配 匡l i曽答 宅 配
＊ シルハ 一 人 材 セ ン タ ー からの屈用

第 35 図 笛 吹 市 一 宮町にお ける果樹栽培農家 の耕地 と 労働 力 (2006 年）
資東I• |ltl き 収 り 調査

耕池 ， 農 業 労働 ｝） ， 出 荷 形態をまとめたものである． 果樹の面積は60 -l30 a 

の範 囲 に あ り ， 平均す ると90aである． ぶ ど う を 経 営 の 主体とする農家は3

戸のみであ り ， ほとんど がももと ぶど う を組み合わせている． 果樹の栽培方法

も， ほとん どが 草生栽培である． 果樹栽培農家あたりの家族労働力 を 見 ると，

世帯 主が so 歳 代で男 女 2 人という組み合わ せが 5 戸， 世帯 主か60 歳代以上 で

あり， 男 女 2 人 と い う 組み合わ せが 4 戸である． なかには， 果樹 園 芸をはじめ

た 2 代 目 の後繕者が， 50 歳 代 • 60 歳 代 に なって農 外就労を退職した後 ， 家を

継 いで果樹栽培をはじめる場合もある．

これ ら の果樹栽培農家の経営を支 えているのが， 雇 用 労動 力 である． ほとん

どの農家が， 芽かき 作業， 袋 が け作業， 収穫作業などの農繁期に， 親族 ま たは

臨 時の雇 用 労働 力を使用する 雇 用 労働力は， 農外就労に従事する町 内 の世帯
か ら 来 る高齢の女性が ほとんどであり， 長 年 (5年 以上） 同 じ 農家で働く傾 向

がある 近年では， 彼 女 ら が辞めた後 ， シルバー人材センター に労働力を依頓

す る農 家も増えた． また， 兄 弟 や 従 兄 弟が近所に仕 んでいる場合は， 臨1開雇用

より も 安い報酬か， 1應償のボ ラン テ ィ ア として農作業 を 手伝っても ら う ことも
多い

こ こ で は ， 間 き取 り 調沓 を 実施 した果樹栽培農家のなかでも特徴 的 な経営の

事例として， 農外就労か ら U ター ン就農した専業農家 ， 高齢化した専業農家，
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施 設 園芸を導入した 専業）槻家， 生 協 （生活 協 同 糾介 ） へ の出伯をは じ め た山業

腹 家 の経 ＇，営を説明す る

7 4. 2 農 業経営 の 事例
( 1 ) u タ ー ン就農

こ の 農家 か所 イ1す る 呆 樹 園 の 而 禎は約 68a であり， そ の う ち， も も が 約

44a, ぶ どうが 約 2 4aであ る もも の ］内 稲は1 0 ;f机 に 上 り， 節 あ た り 4 品 柿

を値 えてい る 1棚 場も あ る ． もも の 礼ーも 種と栽培面積は， 収 穫1|―.li期が旱 い順より，

II 川 白 鳳 （ 栽 培 面 積 ： 4a) , )J I] 納岩 白 鳳 (8a) ， あかつ き (4a)， 白 鳳 (4a) ,

峰 ( 4a) ， 浅 間 白 桃 (4a)， 一 宮 白 桃 ( 4a) ， 一宮水 蜜 (4a), J i l 中 島 白 桃 ( 4a) ,

ゆ う そ ら ( 4a)となる ． 同様に， ぶど う の品 種は， 巨峰 (12a) ， ヒ゜ オ ー ネ (5a) , 

甲 斐 路 ( 7a) である ． ピオ ー ネは， 後糀者が就隈しなかった近 隣 の呆 樹栽培農

家より， 上地 こと借りて栽培してい る 地代は5a で 1 年あたり3 万 円 である ，

この農家の家族構成は， 世 帯 主 （年齢 ： 5 9 歳） ， 世帯 主 の 妻 (53 歳） ， 母 (85

歳） であ る 農業労働 力は世帯 主 と そ の妻である ． 長 男 ( 28 歳） と長 女 ( 26 歳 ）

は山 梨県外 で就職してお り ， 果樹栽培を手伝うこ とはほとんどない． 袋 かけや

収穫など の挫繁期 には， 近 隣 の 甘illl-「に住んで い る 世常 主の妹 (57 歳） と叔 父 (73

歳） が手伝 いに来 る ．

呆樹栽培に使 用 す る 農業機械は， 消 毒 用 のスピー ドス プ レイ ヤ ー ， 乗用 草刈

機， 耕転機， 小型 ト ラ ク ター ， 乗 用 リ フト， 運搬車， 怪ト ラ ッ クであ る · 果樹

が栽培されて い る 圃 場には， す べてス プ リ ン ク ラ ー が 設 置されて い る 出 術

先は， 9 0% が農 協であ り ， 1 0 % は贈 答 用 として知 人 へ 直 接 販 売して い る ． 果

樹牧培の粗収器は， 年 変動がある もの の， もも ・ ぶど う ともに平均す る とI Oa

あたり 100 万 円 程度 であ る ． 粗収益 の う ち 農業資材の費 用 や労働 費 な ど の経費

が 40 -50 % を占め る ．

世附 主の両親は， 1 9 98 年の大雪で 皐州 と ネ オ マ ス カ ッ ト のぶどう棚がつぶ

れたのを契機に， ぶど う の圃 場をすべてももに替 え た こ れら の 品 種は， 当時，

販売価格が低迷していた品種であったので， 大雪は ち ょ う どよい 機 会であった
と い う ． 例 え ば， 皐州 は ワ イン用として知 ら れる が ， 地元 の ワ イン 醸造所 では，

輸入価格 の安いぶどう ジ ュ ース など の原料を使 用 す る よ うになり， 地 元 農家の
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ぶどう を 購 入しなくなったのである

III： 栴 土は， J裔 七 県 南 部の会 社 に 勤めていたが， 55 歳で退職して両 親の果樹

栽培 を 継し 、 た ． ふど う よりも労 力 が か か ら なし ヽ ももを増やしてしヽるが ， 同じ品

種でも， 艮 い天が なる木 と そうてな い木かあるため， 改植後5 ~ 6 年は様子 を

見る必疫がある． また， も も た け の栽培に牡化しないのは， 労働））と収 穫時期

を分散 さ せるという経済的な理 由 もあるか， も もとぶどうの両方 を 収穫でき る

という俯 人的な楽しみの ほうか大きい

近年の—一 宮町では， この股家のよう に 会 社を退職してか ら 呆樹園 を 継 ぐ例が

増加して い る ． しかし， 就農I;『 に果樹の栽培技術を 習 得して いなけれ ば， そ れ

までの果樹生産を質的 ・ 畠的に糾苫できない． この農家のI且 椙主による と ， 40

歳までに技術 を 否 得していなけ 机 は， 是職後に机農するのは難しいという．

( 2 ) 高齢専業
2 番 目 の事例は， 一宮町中 央部の土塚地区でぶ とうともも を 栽培する専業股

家である． こ の農 家 の 経営耕地は 62 a であり， その う ちももが50a, ふど う が

1 2 a で あ る ももの品種は， 白 鳳をは じめとして数種類を栽培する． ふどうの

品種はヒ゜ オーネのみ を 栽培する． 以罰は大房の ロ サ リ オ ビ ア ン コ を栽培したか，

作業 に手 間が かかったた めに栽培をやめた． 主にも も を 栽培する理 由 として，

ぶ とう栽培では同じ姿 勢の作業が続くため身 体 的 な負 担か大きいこと， 一方 ，

もも栽培では姿 勢を 自 由 に変え ら れるために作業か楽 なことを 指摘していた ．

この農家の農業労働力は，70 歳代後半の世帯 主の夫婦である． 彼 ら に加 えて，

近 隣に住 む 世幣主の妹が頻繁に手伝い に く る． 農作業が特に忙しくなる5 ~ 6 

月 には， シルバ ー 人材セン タ ー か ら 2 ~ 3 人の労働力 を 臨 時で雇用している．

所有する呆樹園 は一 宮町 内で数か所 に 分散しているものの， 農作業や使 用 す

るJ農 薬 を 考 慮して， 「 一 鷹 園 一• 品 種」 というよう に ， ぶどうとも も の 圃 場 ご と

に 占＼ 種を なるべく統一するように している 果樹園の下 草の管理方 法は， ぶど

う • ももともに 清耕栽培で あ る． 所有する農業機械のなかで， 高齢化した 農業

従事者 に と っ て最も 役 立 つのが， ス ピ ー ド ス プ レ イ ヤ ー と乗 用 リ フトで あ る と

しヽう ▲

この農家はすへての果物を， 近隣の 集荷業者に販 売してい る 価格はこの農
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家と 集荷業者との直接 交 渉によって決 定される． 系統集荷では売上げか ら 出荷

経 費 か 引 かれるう えに， 共選場で箱 詰めをしなくてはな らない． それに対して，

集荷業者へ販売する判 点は， 直接交渉であるため余 分な経費がかから な い こと

と ， 農家の前に果物を入れた箱を置いておくだけで集荷業者か持っていってく

れるため， 箱詰めや等級 分けの作業も必要とし な い ことである．

( 3 ) 施設果樹

3 番 目 の事例は， 一宮町の北 西部でももとハ ウ ス ぶどうを栽培する専業農家

である． この農象か農業をは じめたのは， 約 450年前の江戸時代である 第 ＿

次世界大戦以前は主に投蚕と水稲 作 か中心であり， ｝農地の 部で ワ イン 用 ぶど

うの甲ヽ）什 種を栽培した． 第 二次世界大戦後にぶどうとももを導入したが， も

もはほとんどが 自 給用 であり， 農業経営の中心は水稲 とふ とうであった． 1970
年伏に入り， 社会的にも果物の消費量が増加するに伴って， ももの栽培面栢を

増やした． l980年代 に入ると手間がかかるももを減 らし， 単収の増加を 目 指

して ビ ニ ー ルハ ウスによる ぶどう栽培 （ 以下， ハ ウ ス ぶどう）を導入し た ．

現在の経営耕地面積は 1 20aであり， そのうちハ ウ ス ぶと うか 60a, 露地栽

培のぶどうが 40a, ももが 20aである ． ）農業労働力 は s o 歳 代の世帯 主 夫 婦で

ある． 同居してい る 2 人の子 倶はまだ学生であるが， 週 末 には蔑作業を手伝う

こともある． 収穫期には， 近 隣に住んでいる親戚や， 東京に住んでい る 長 男 を

呼び寄せて手伝いを頼んでいるため， 雇 用 労働力は使用 してい な い． 労働力を

雇 用 しない理 由 は ， 果樹栽培はある程度車門的な技術を必要とするため， 大切
な 仕事である下作 り作業（ ももの摘果， ふどうの房作りなど）を， パ ートなど

の葬 熟練労働者に任せることはできないという方針によ る ． 出荷先 は， わ すか

な量か親戚に配 ら れている以外 は， 全量が農 協 か ら の系統出荷である． この農

家は これまで， 栽培技術の指 導 農業資材の睛入， 施設の建設資金の融資など，
謄 協からの様々 な 支援を受け てきた．

現在の世 帯 主は 198 0年代中頃よ り ， 消 費者の高級品 への需要の圏 まりに対

応して， ハ ウ ス栽培の比率を高めてきた． しかし， 近年では景気の低迷， およ

ひ嗜 好の多椋化などの影 薯を受け， ハ ウスぶとうの 単価は 1 kg あた り千 円 程

度と最盛期の半値程度にまで落 ち 込んでいる． また， 大雪によるぶどう棚 への
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被 ’囚に加 え ， 最近ては石 油 価烙 0) 高 騰のた め ， ハ ウ ス 栽培の経 費の半分程度を

1り め る 暖房 費 か 経営を／王 直し， 裳地栽培と比 較した際 の 介利II上はほとん ど なく

なった． そのた め 現在では， 灯噌i]の労働 ）） を均等に分散させて， よ り 広い面積
で果樹刷 芸の紆営を可能にする手段と し てハ ウ ス 栽 j合を利 用 している．

(4) 生 協 出 荷

4 番 日 の事例は， ― '宮 町 南 西 部の塩 田 池区て， 主にももを牧培する専 業農家

てある． 第 ー一次1仕界大戦 以 降， t屈 作と養 蚕 か ら徐 々 にももの面伍を増 やして
いった． こ の農家の経営耕池 面積は95a であり， そのう ち 6 8aでもも ( 6 品種）

を， 2 7aでぶどう ( 4 品種）を栽培ずる． ももとぶと うを他品種で栽培するのは，

労働力 を1片期 的に分散させるためである． 栽培 L[] 種は， 県の指導や市場 ・ 消 費

者 からの ク レ ー ム によって決定される． 酌者を奨励品種といい， 後者を洵汰品

柿と い う 品種を変えるか否 かは， 長 期 にわたって奨励品種と洵 汰品種を重複

栽培 して， 労働 作業・ 味 ・ 大き さ等 の 検討を行った う えで決 定する．
農 業労働 力の主体は， 60 歳代の1吐畠主と5 0 歳代の世 帯主の妻である． 世拠

主の日 が 農業に参加 し なくなった1999年 か らは， 年 間 延 べ 25 - 3 0 人 の 雇 用

労働力を， 5 ～ 6 月 の繁忙期に使 用 し て い る． 将来的には， 定年 退職後 に息子

が継 ぐ こ とに なる見 込みであるが， 現在のと こ ろ は後絋者かい ない． 息子の定

年 時まで現在の果樹生産の規模を維持で き るかど う か， 世帯主は大き な 不 安を
持って い る．

こ の農家は， 果樹の 低農薬栽培を実 践しており， 山梨県からエ コ フ ァ ー マ ー

に認定 さ れた ＇ 7 )
. 例 え ば， 圃 場の土作りでは， ライ 麦によ る草生栽培に こ だ わ

りを持っている． ライ 麦は背 か高くて恨が長 いため， 土を深 いと こ ろ まで耕し，

肥料として使える有機物を多く生み出 ずという．

この 農家は， 農 協の出荷部会にも）Jll入しているが， 現在では神奈）1 | 生 協にほ

ぼ全景を 出 荷 し てい る． 生協に出荷ずる理 由 は， 生 協は能力主義であるため農

家の生亮 へ の こ た わ りが収入額に反 映されるた めであると いう ． 2 0 05年 度の

出 荷 量はも も か l5トン， ふど う が 4 ト ン てあった ． また， わ ずかであるが，

宅配による販 売も始めた． イ ンター ネ ットて宣伝したり， 江文を受け付 けたり

いて， 果物の販 売 に も 意欲 的に取 り 組んでいる．
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本章では， 低位 効率作物である果樹の産地の事例として ， 笛l次 巾・—- '古 町を11又

り 上 げた． 一 宮 III］は， 甲府盆地特有の内 陸I•生の気候と， 水はけのよしヽ扇状地と

いった 自 然基盤に加 え て ， 大消 費地に近接する仔耀督にあ り ， 果樹 生産に適する

地迎的条 件にある． 一 宮 町 に お い ては， 19 3 0 年以降， 養 蛋 に代わ る 換金作物

として ， ももとふ とうの栽培かは し まり， 第 二 次 1 1・［ 界大戦後 にそれらの 面積 か

拡大した 196 0 什 伏の 中 頃に な ると， 作物の主． ｛本 か桑 ・ 水稲 ・友 煩 か ら 果樹

に転換した． 本敢で は ， 一 宮 町にお け る果樹荏地がい かに和1［持されてきたかを，
果樹栽培を 支 える諸要 素 に 注 目 して明 らかに し た． 結果の概 要は， 以下のよう

に まとめることかできる

(I) 一 宮 Ill.「 における作物生産のエネル ギ ー 効率は， I96 5 年 に極低位効率ま

で低 下し， そのまま 20 00年まで推移する． 19 60年代までは， 水稲 や麦類 な ど

の中位 効率作物や ， 養蚕用の桑も栽培されていた． 19 70 年 代以降， I）|： 地のほ

とん とが， 露地栽培か施設栽培の果樹となった．
(2) 一 宮 町における果樹栽培の発展過程は， 195 0 · 6 0 年代を産地の形成期 ，

19 7 0 年 代 以 降 を産地の安 定 期 と確 定 す るこ と が でき る 形成期と安 定 期 を 通

し て ， ももと ぶどうが ほぼ 同 じ 面 積で栽培され て いたが， 199 0 年 代 以 降は，

ももの栽培面積 か増加 し て いる． その理 由 は， 農業従事者の高齢化が 進展した

こ と， 乗用 リ フ ト の普 及 に よ り もも栽培の労力が軽減されたことが挙 げ られる．
また， ぶ どうの 市 場価格の低 下 や ， 大雪に よ るぶどう棚の崩 壊も， ふ どうから

ももへの転換の契 機となった ．

(3)果樹栽培の土地利 用 には， 東西の差 異が明確 に 見 ら れる． 西部ではもも

の割合が高く， 勝 沼 町 に 隣接す る東部ではぶどうの割合が高 く な る また ， 西
部の扇頂は， 団地化によって 圃 場整備 が進んでいるが， 東部の扇頂では不耕作

地 か 多く見 ら れる． また， 個 々 の 圃 場 レ ベ ルでは， ももの Y 字栽培やぶどう

の H 字型 短梢 栽培などの新 し い栽培技 術が導入されたり， 新品 種 が 混植され

て お り ， 省 力 化 ・ 高 付 加価値化に向 けた 取 り組みが なされて い る．
(4)果樹栽培農家の股 業 従事者の多 く が 60 歳以上の高齢者である． 高齢化
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し た 農 家 に よ っ て 呆樹迂 地 か 緋 持 さ れ て い る 要 囚 と し て ， 機械 の 導入や栽培方

法 の エ 夫 に よ っ て ， 農 作 業 の 省 力 化 が 進 ん で い る こ と が 挙 げ ら れ る ． ま た ， 一

戸 あ た り の 耕 地 が 狭 小 で あ る こ と も ， 現在 で は 農 地 の 維 持 に 行 利 な 条 件 と な っ

て い る ． さ ら に 近 年 で は ， 果 樹 園 を 継 ぐ た め の U タ ー ン 就 殷 も 増 加 し て い る

今 後 の 産 地 維 持 の 課趙 と し て ， 栽培 方 法 の 機械 化 ， 出 荷 方 法 の 省 力 化 へ 向 け た

政策 の 支 援 が 必 要 で あ る と 考 え ら れ る

注

l ) 現 地，凋 杏 は 2006 年 5 · 6 月 に 実 施 し た 集樹栽培 農 家 を は し め と し て ， 笛吹股 業 協 同 組 合 ，

笛 吹 市役所 一 宮 支 所 仕 辰 諜 ， 山 梨 県峡東 農 務 事 務 所 へ の 間 き 取 り 調 査 ， お よ ひ最観観察

と ．t：地利用 調 杏 を 印視 し た

2 ) 作 物 生 産 の 投 入 ・ 廂 出 エ ネ ル ギ ー 比 の デ ー タ に つ い て , 1 960 ィ：I:： 代 の 値 に は ， 1 970 年 の

鈴 定 値 を 便 宜的 に 適 用 し た ． ま た ， 1 960 - 1 975 年 の 果樹 の 面 積 に は， 成 1蘭 面積 の 値 を

適用 し た 麦 類 に は 陸稲 と そ の他 の 雑穀 を 含 め る こ と に し た

3) 、(T 戸期 に お い て は ， l廿州 ふ ど う は紺府 へ の 献 上 品 と し て 産 地 が 限 定 さ れ た た め ， ―- ＇且 III l

て は 廂 品 と し て の ふ ど う （ま 栽培 さ れ な か っ た 明 治 期 に 人 る と ， II券 （召 町 に お い て ， ふ と

う の栽培技術 と 施肥技術が研究 さ れ ， 西 洋 の 品 種 が 導人 さ れ た こ と か ら ， 徐 々 に 栽培 面

積 が 拡 大 し た

4) 果 樹 以 外 の 主 要 作 物 の 面 積 は ， 1 950 · 60 年 代 に 激 敲 す る 桑 の 面 朋 は ， 1 950 年 に は

822 ha で あ っ た の が ， 1 960 年 に 777 ha ,  1 970 年 に 3 ha へ と 減少 し た ． 小麦 と 大 麦 の 面 積 は ，

1 950 年 に は 476 ha て あ っ た の が ， 1 960 年 に 1 93 ha ,  1 970 年 に O ha へ と 減少 し 1こ ま た ＞

水 稲 の 面 租 は ， 1 950 年 に は 240 ha で あ っ た の が ， 1 960 年 に は 1 99 ha , 1 970 年 に は 2 1 ha 

に帳少 し た

5) 甲 府 市 に お け る 最 深 積 雪 の 記 録 は ， 1 998 年 1 月 1 5 日 の 49 cm て あ る ． 甲 府 地 方 気 象 台

(2007) に よ る と ， ハ ウ ス や ぶ ど う 棚 の 倒 壊 な ど の 施 設 被 害 而 積 は 737 ha , 果 樹 の 倒 木 ，

裂 傷 な ど 樹 木 の 被 ‘fif 面 積 は 72 1 ha に 及 び， 被 害 金 額 は 5 0 億 8 千 9 百 万 円 に 上 る と 試箇

さ れ ， 積 雪 に よ る 股業 被箸 と し て は 過去最 大 と な っ た

6) 拉； 水 蜜 は 浅 間 白 桃 の 枝変 わ り で あ り ， 1 990 年 に 当 時 の 山 梨 一 宮 朕 業 協 同 組合 に よ っ て

品種登録 さ れ た 御坂 白 鳳 は ， 1 989 年 に 御 坂 町農 業 協 同 組 合 に よ っ て 登 録 さ れ た 品 種で

あ る ゆ う そ ら は ， 仄城 県 つ く ば 市 の 果樹試験 場 で 育成 さ れ ， 1 983 年 に 登録 さ れ た 品 種

で あ る � 近 年 で は ， も も の 新 し い 品 柿 と し て ， 小型 で糖度 の 高 い 夢 し ず く が 普 及 し て い

る � こ れ は ， 山 梨 県 果樹試験場 が 2004 年 に 登 録 し た 品 種 て あ る ． さ ら に ， も も よ り も

農竹 業 の 負 担 が 少 な い す も も の 栽培 も 増 え て い る ． す も も の 主 な 品 種 は ＞ サ マ ー エ ン ジ ェ



7.5 第 7 章の ま と め ］ 9 7 

ル と サ マ ー ピ ュ ー ト で あ り ， し、 ヽずれ も 山 梨 県 で 育成 さ れ た 品 種 で あ る

7) も も は 水 は け が よ く 酸性 (pH 5 . 5  - 6) の 灰 色 低 地 士 （砂地） に 適 す る の に 対 し て ， ぶ

ど う は粘 土 分 の 多 い 中 性 (pl-1 7 ) の 褐 色 低地 上 に 適 す る ぶ ど う 栽培 て 使 用 し た II四 料が

圃 楊 に 残 存 し て い る と ， 収 穫 什 に 達 し た も も が 立 ち 枯 れ （枯死症） す る こ と が あ る の で ，

ふ ど う か ら も も に 転換す る 際 に は ， 3 ～ 4 年 ほ ど ラ イ 麦 や マ メ 科 の ヘ ア リ ー ベ ッ チ な ど

0) 緑肥作物 を植 え て ， 過屎lj な 義 分 を 吸 収 さ せ る ．

8) 笛 吹 市 一 宮 町 に は ， 1 0 の ワ イ ナ リ ー （ル ミ ェ ー ル ， 矢 作祥 酒 ， モ ン タ ー ナ ス ワ イ ン ， 丸

着り 萄 酒 醗 造 所 ， 191 川 中 央 葡 萄 泊 ， ス ズ ラ ン 洒 造 1＿ 業 ， 北 野 呂 醸 造 ， ア ル プ ス ワ イ ン ，

新巻怖 萄 洒 ， ア サ ヒ ビ ー ル ワ イ ナ リ ー ） か あ る ． そ の 多 く か ， 皐 戸 川 と 大 石 川 の 扇 央 に

位 lifi: す る

9) 坦恨 造 り て は 地 血 か ら ぶ ど う ま で の ：II�淋IIt が 短 く な る た め ， 1 ：壌 中 の 栄 義 分 が果 実 に 吸

収 さ れやす く ， 糖 度 の 高 い ぶ ど う を 栽培 し やす く な る し か し ， I―1 本 の よ う に 降 水 凩 が

多 い 地域 で は ， 病 気 に か か り やす し ＼ と し ヽ う 欠 点 が あ る ．

I O) ポ ジ テ ィ フ リ ス ト 制 農 で は 国 内 で 流 辿 す る 食 品 に 残留 す る 典 梨 や ， 動 物 用 医 薬 品 お よ

び飼料添加物 に つ い て 残 留 晶 準 を 設 定 し ， そ れ を 超 え る 食 品 の 流 通 を 築 I.L す る 法 律 で あ

る ． 品 準値 を 超 え た 1農 産 物 に は ， 出荷停l.t． や 回 収 な ど の 対応 が 義務 づ け ら れ る

I I ) 写翼 1 7 に 見 ら れ る よ う な 低 い 石 垣や コ ン ク リ ー ト 堤 は ， 扇状 地 の 土地 を な る べ く 水 平

に し て ， 土地 の 流 ，’：I」 を 防 いた り ， 農 作 業 の 効 率 化 を 図 る た め に 作 ら れ た も の で あ り ， も

も と ふ と う の 圃 場 の ほ と ん と で 見 ら れ る

1 2) 呆樹の 出荷時期 の 早期 化 に 関 し て は ， 長 野 県 中 野 市 の 例 (}) よ う に ， 暖房機 を 備 え た ヒニ ー

ルハ ウ ス な ど の 施 設 を 建 設 し て ， 収 穫 期 を 人 工 的 に 調整す る よ う に な っ た 産 地 も あ る ( 「h

J i l ほ か ， 2009) .

1 3) i i I 梨 県農政 部 に お け る 地 ）テ農林業 閉 係 の 業 務 は ， 2006 年 4 月 に 組織 再 編 が 行 わ れ ， 1ll1 つ

(}） ｝災務事 務 所 と 三 つ の J股 業 試験 場 に 統合 さ れ に

1 4) 認 定 農 業 者 制 度 と は ， 禎極的 な 農 業 経常 者 に 対 し ， 5 年 間 の 農 業 生 産 計 画 を 立 て れ ば ，

税 制 」位）｛菱 凸措置や低利 —f- で の 融 災 か 可 能 に な る 制 度 で あ る 2 005 年時点 に お し· ヽ て ， 笛

吹 Tl-] 一 宮 町 地 区 で 1 64 人 が認 定 を 受 け て い る ．

1 5) 2003 年 に 合 併 し て 誕 生 し た 1農 協 一 宮 支 所 の 組 合 員 数 は 正組合員 が 約 1 ,700 人 ， 準組合

員 が 約 3 00 人 て あ り ， 一 宮 町 に お け る 蔑 業従事者 の 80% 以 上 を 占 め る 加 盟 時 に I O a 以

上 の 経 営 耕 地 が あ れ ば正組合 員 ， そ れ以 下 で あ れ ば準組合員 と な る 退 会 規 定 が な い た

め ， 組合員 で あ っ て も す で に 農 業 を 辞 め て い る 脹 家 も 多 い

1 6) 笛 吹 市 と 隣接す る 山 梨 市 の .IA フ Jレー ツ 山 梨 で は ， 支 所 の 合 併 に 際 し て ， 箱や規格 を 統 一

し ， 最 新 の 光糖度セ ン サ ー を 備 え た 大 型 の 共選場 を 建設 し ， 一 元 的 な 出荷体制 を 確 立 す

る こ と で も も の俊位販 売 に 成 功 し て い る こ と に加 え ， 農家の負担 を も 軽減 さ せ て い る

1 7) エ コ フ ァ ー マ ー と は 特続農 業 法 （持続性 の 高 い農 業 生 産 方 式 の 導入 の 促進 に 関 す る 法律）
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に ）よ づ さ ， lii )I巳 ぐり を 使 っ た 1 •作 り と 化 学）Iピ月 ・ 農 集 の 使 用 の 低 減 を 丈 践 し た 化 礼 ）j I去 を

西 人 し ， 尻境保 令刷農 業 に 取 り 糾 ん て し ヽ る 農 業 者 の 愛 称 て あ る
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